






本校ではこの制度を活用し、【「特別活動」を中心に実践的・体験的な学びを
充実】させ、課題となる「工夫する知恵・伝える力」を養います。



児童は決められた
範囲で行動する

児童同士で意見を伝え
合い、合意形成を図る





企画書を書く、根拠を持っ
て話し合う、多様な意見を
比較し、練り上げる。



※「答えのない社会」を生き抜く力



各教科の「必修内容」が削減されるというわけではありません。
基礎学力の定着と発展的な学びの両立を目指します。

各教科・単元の学習内容を
吟味し、調整可能な単元につ
いて、実施時数の見直しを行
います。
各教科から年間数時間ずつ
を削減し、削減した時数を「特
別活動」に充てることで、活動
の時間を確保していきます。

履修内容を確
保した上での
授業時数調整
（-15時間）



子どもたちの主体性を重んじ
ますが、安全管理は教職員
が責任を持って行います。

子どもたちが「やりたいこと」
「できること」「安全配慮」の
バランスを考えながら企画が
行えるよう支援していきます。



【新しい学び】

地域を活用した様々な体験活動



校外学習を企画する課程では、意見の衝突やうまく伝わらないもどかしさ
等も考えられます。しかしながら、 「より良いものにするためには・・・」と企
画を練り上げる中で、合意形成を図り、協力して目標標を達成しようとする
態度を養います。企画から実行・振り返りの活動を通して、互いに協力し合
い、最後まで粘り強く取り組む力を育みます。

子どもたちのこの大きな挑戦を、学校と家庭がひとつのチームとなって支
え、安全に、そして温かく見守っていきたいと考えております。保護者の皆
様のご理解とご協力を、よろしくお願い申し上げます。


